
2017.3.5 [ SUN ]

Symposium

/ 10:00～17:00
地域の自然や保全活動についての研究や活動を通して、森里川海の生物多様性を考えます。

【アクセス】■地下鉄御堂筋線「長居」3号出口→東へ約800m／■JR阪和線「長居」→東へ約1km

本シンポジウムは、環境省平成28 年度地域循環共生圏構築に向けた実証地域における活動助成を受けて実施しています。

関西自然保護機構、認定特定非営利活動法人大阪自然史センター、大阪市立自然史博物館、
大阪生物多様性保全ネットワーク

認定特定非営利活動法人大阪自然史センター ／ bdnet@mus-nh.city.osaka.jp
関西自然保護機構 ／ konc@mus-nh.city.osaka.jp

06-6697-6262TEL

E-Mai l

本館・講堂

参加費

※ 博物館入館料が必要

無 料

申込不要

会 場

主 催

問合せ

大阪に限らず、日本各地の中山間地は高齢化と過疎化により里山の維持どころか、

地域の維持そのものが困難になりつつあります。

こうした場所はいずれも生物多様性の維持に重要な地域であり、

地域社会の崩壊は自然保護上も大きな問題です。

生態系サービスなどの里地里山の公益機能を重視した取り組みもありますが、

サービスの受け手である都市住民の理解や意欲が求められます。

改めて、里山の保全に都市が関わる必要性と可能性について話し合いたいと思います。

地域自然史と保全研究発表会：10:45～     シンポジウム「都市が里山に関わるということ」：14:45～

都市が里山に関わるということ

森里川海と都市住民

シンポジウム




